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している。収益費用観に基づく損益計算の原典といわれる Paton and Littleton著



























研究スタッフである Bullen and Crookは，FASB［１９７６］における上記の批判
を支持し，さらに「誰もその挑戦（損益，収益，費用，適切な対応および損益























































めている（Gibbins and Willet［１９９７］, p.１５４）。











































３．Paton and Littleton 学説の分析
３．１ 損益計算モデル

































































































致し，その意味において Paton and Littleton学説における損益計算は，企業が
どれだけの資本を投下し，それに較べてどれだけ多くの（あるいは少ない）リ
ターンを得たかの計算（投下資本の回収計算）を基盤とするものと表現できる。
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